
練習シート（練習用問題解決シート）

テーマ「地域の問題をプログラミングで解決しよう」
【全国大会の課題】

地域の問題をチャットボットで解決してください

１．問題の発見
　　〇不便に感じる、困っている、こんなものがほしいなど。
　　（見方・考え方：利便性、モラル、セキュリティ、安全性、環境問題、経済性などから考えてみよう） 次の視点を意識してください。

テーマ:沖縄県にいる危険生物
問題と感じた場面: 沖縄県で海の危険生物による被害報告が年間百件を超えていると知ったとき
・危険生物について教えてくれるチャットボットが欲しい。
→ネットで一つ一つ危険生物について調べるのは時間がかかるから、すぐにわかるようにしたい

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/eisei/documents/2022higai_1.pdf

←このセルに入力してください。

・問題と感じた場面や状況、誰がどんな時
に等。

・根拠となるデータ等があればグラフや
URL等。

２．課題の設定
　　○どのようなチャットボットを制作するか、問題を解決するために工夫すること等。 次の視点を意識してください。

チャットボット
・沖縄県の海にいる危険生物について詳しく教えてくれるチャットボット
・沖縄県の海の危険生物による被害にあった時の対処法を教えてくれるチャットボット
・テトロドトキシンやアナフィラキシーショックなど、日常生活であまり聞くことがない言葉を送信すると、その言葉について教えてくれる
工夫すること
・みやすく、読みやすくする
・ちゃんとした情報源があることを明確に示す
・

←このセルに入力してください。

・「～のために〇〇をする」というように、対象
者のためにどのようなﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄｱﾌﾟﾘを制作す
るのかが分かるように。（概要を記入。）
・従来には無かった新しい発想が大切。

３．解決策の構想
　　○タイトル、利用対象者、課題解決に向けて工夫した点、基本のプログラムにどんなプログラムを追加するかなど　　
　　　を記入。（アプリの概要を記入） 次の視点を意識してください。

　

←画像をダブルクリックすると編集できます。

・画面左は、文章で記入する。
　課題解決に必要な機能、主な動き、使い
やすくするための工夫などを箇条書きで記
入。
　（具体的な動きは４．設計で）

・すでにあるものの改良ではなく、
独自性のある新たな発想が重要。

・セキュリティ・著作権などの情報モラルに
ついても記入。

・なぜ、そのような色や配置にしたのか等も
記入。

・画面右には、チャットボットアプリのイメー
ジ図を記入。（簡単に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



４．設 計
　　○アクティビティ図で表そう。 次の視点を意識してください。

←画像をダブルクリックすると編集できます。

・基本のプログラムが書かれていますの
　で、追加するプログラムの働き（概要）を
書き加える。

・単にプログラムを追加するだけではなく、
使いやすさや、セキュリティ、手順等の工
夫を。

５．制 作 次の視点を意識してください。

　　（１）データベース（シナリオの作成）
　　　「データベース（シナリオ）」に入力してください。

（１）シナリオを作成します。APIについても
シナリオに記入します。
・APIは課題解決に適していること。
・１０数行でおおよその動きが分かるように
すること。

（２）プログラムを制作します。
・時間内に完成させてください。　　（２）プログラムの制作（チャットボットアプリ　「５．全国大会」へ）

　　　（ボット制作（１）〜（４）の「学習」、毎パソプログラミング_コードレシピ、アクティビティ図を
　　　　　参考にしよう）



６．プレゼン用原稿
　　プレゼンテーション（３分）用の発表原稿、資料のリンクなどを記入してください。 次の視点を意識してください。

イントロ
僕は沖縄アミークスインターナショナル中学校の安田羽那です。
僕が作ったチャットボットのテーマは「沖縄県の海にいる危険生物」です。
このチャットボットのターゲットは沖縄県民、観光客、沖縄県に興味がある人です。
ここで一つ質問です。
皆さんは、「ハブクラゲ」をしっていたり、名前を聞いたことがありますか？
もしあったら手をあげてください。
ありがとうございます。
(ほとんどの人が名前を聞いたことがあると思います。ハブクラゲは沖縄県の海にいる、毒のあるクラゲです。)
(ハブクラゲは沖縄県にいる危険生物で、毒を持っているクラゲです。)
実はハブクラゲの他にも、沖縄県には危険生物がたくさんいます。
そんな沖縄県の海に住む危険生物についてまとめたのが、僕のチャットボットです。
デザイン
デザインは、沖縄の海をイメージしていて、合計6色を使って沖縄の海をイメージした青から白へのグラデーションを背景にかけています。送信ボックスは薄いク
リーム色で、これは沖縄の砂浜をイメージしています。
問題の発見・解決
僕は、地域の問題として、海の危険生物を取り上げました。これは、毎年百人以上からの被害報告があり、県民も被害に遭っていて、認識が薄いからです。

アルゴリズム・手順の工夫

・大会当日は制作したアプリを見せながら
発表をします。

・プレゼン原稿は審査対象ではありませ
ん。（パワーポイントなどの資料は作成しな
いこと）

・発表では
 １．問題の発見～５．制作までを
　「次の視点を意識してください」を重点に
発表してください。

・審査では、問題の発見、課題設定、解決
の構想、手順の工夫が重視されます。


